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1 1 54 -
った部屋で面接は行なわれた｡ 大きな木の扉を開けると､先生はそこにいらし
た｡ ｢いらした｣のは主任教授の面接ならあたりまえのことだろうが､そこに
いたのが岡先生でなかったら､私は京都に居着かなかったかも知れない｡先生
はご自分には厳しく､他人にはやさしかったが､無意味に人をおだてるような
ことはなきらなかった｡ どう言えば学生の勉学に資することになるのかをいつ
も考えておられた｡ご指摘は細部に及んだが､ご助言は大局を見据え､有意の
方向をお示し下さった｡ 京大での授業も示唆に富んだ､一言半句聞き逃すまい
と思わせるものだった｡
先生がホメロス､ギリシア悲劇､ウェルギリウスという古典研究の王道を歩
んでおられるのに､私はいつも ｢はずオu狙いに終始した｡しかし､正統その
ものである岡先生の教えを受けられるという安心感があってこそ､私は先生と
は違う方向を模索した｡岡先生と同じには絶対になれないが､先生がなきらな
かったことを懸命に学んでいくことで､先生の学恩を私なりに活かすことは十
分にできると考えた｡これが当時も今も変わらぬ私の基本姿勢になった｡ たと
え ｢はずれ｣の研究でも､示唆の源泉は全て先生にあって､古典の勉強を続け
る限りは､永遠に岡先生のご指導が受けられるように思えるからだ｡
関西を離れ､再び東京にもどった私が､京都を拠点に暮らすことは二度とな
いだろう｡ しかし､京大に学んだおがデで､出会うことができた京阪神の人た
ちからはこれからも教えを受け続けることができると思う｡ 岡先生のおかげご
知り合えた人々との交流や､京都で暮らした思い出を胸に､私自身は母校の私
立大学を根拠地にして自分なりの学問を形成し､岡先生から学んだことを少し
ずつでも伝えていきたい｡あるいは個々の事項に関しては､私の能力不足で伝
えきれないことがあったとしても､学究としての人生を生き抜いた､岡道男と
いう古典学者がいたのだ､ということだけは言い続けていきたいと思う｡
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